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議
長　

印
南　

幸
裕

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
飛
躍
・
発
展
の
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

 　

日
本
経
済
は
昨
年
発

生
し
た「
東
日
本
大
震
災
」

や
タ
イ
に
お
け
る
洪
水
な

ど
の
大
規
模
な
自
然
災
害

に
加
え
、
円
高
、
物
価
水

準
の
低
下
、
そ
れ
に
伴
う

賃
金
水
準
の
低
下
な
ど
に

よ
り
、
悪
循
環
に
陥
り
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
国
の
震
災
復

興
・
原
発
対
策
に
関
わ
る

財
源
確
保
、
税
と
社
会
保

障
制
度
改
革
の
見
直
し
な

ど
、
先
行
き
不
透
明
な
部

分
も
多
い
の
が
現
状
で

新
年
を
迎
え
て

す
。
加
え
て
世
界
経
済
の

減
速
な
ど
、
今
後
の
景
気

動
向
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
す
。

　

電
機
産
業
の
業
績
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に

端
を
発
し
た
世
界
同
時

不
況
の
直
撃
を
受
け
た

２
０
０
８
年
度
以
降
、
売

上
・
収
益
・
財
務
面
で
歴

史
的
な
悪
化
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
先
行
き

不
透
明
感
は
払
拭
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
も
の
の
、

少
し
ず
つ
回
復
感
が
感
じ

ら
れ
る
状
態
に
あ
り
ま

し
た
。

　

電
機
中
闘
組
合
企
業

全
体
の
２
０
１
０
年
度

の
業
績
実
態
は
、
新
興
国

の
需
要
や
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
制
度
な
ど
の
政
策
効

果
に
支
え
ら
れ
、
経
常
利

益
は
赤
字
の
見
通
し
か

ら
黒
字
に
転
換
、
ま
た
当

期
利
益
の
赤
字
幅
が
大

幅
に
縮
小
す
る
な
ど
、
回

復
傾
向
が
鮮
明
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
２
０
１
１
年
度
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
の
長
期
化
や
円
高
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
現
実
的

に
は
厳
し
い
状
況
が
続
く

も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

栃
木
地
協
は
、
急
激
な

環
境
変
化
の
中
に
あ
っ
て

こ
そ
、「
新
し
い
時
代
に

即
し
た
運
動
・
活
動
の
改

革
と
再
構
築
を
行
い
、
中

長
期
的
な
視
点
で
新
た
な

運
動
を
模
索
し
な
け
れ
ば

　

２
０
１
１
年
11
月
25
日

（
金
）、
鬼
怒
川
温
泉
ホ
テ

ル
三
日
月
に
て
第
44
回
拡

大
幹
事
会
を
開
催
し
ま
し

第
44
回
拡
大
幹
事
会

た
。

　

第
一
部
は
、
山
本
ミ
ッ

シ
ェ
ー
ル
の
ぞ
み
氏
を
講

師
に
招
き
、
効
果
的
に
自

分
の
こ
と
を
印
象
付
け
る

自
己
紹
介
や
、
笑
顔
で
相

手
の
目
を
見
て
聞
き
や
す

い
声
で
話
す
こ
と
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

上
手
に
と
る
方
法
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

第
二
部
は
電
機
連
合
顧

問
で
あ
る
大
畠
衆
議
院
議

員
に
よ
る
時
局
講
演
と
し

て
、
震
災
時
に
国
土
交
通

大
臣
と
し
て
復
旧
・
復
興

に
ご
尽
力
頂
い
た
話
や
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
の
経
過
状
況
、
今
後

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
も
拡
大
幹

事
会
と
同
日
程
に
て
恒
例

の
Ｏ
Ｂ
会
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

総
会
は
、
前
年
度
の
活

動
報
告
と
、
新
年
度
の
活

動
方
針
案
に
つ
い
て
提
案

し
、
満
場
一
致
で
賛
成
頂

き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
現
役
を
引
退

し
た
方
の
充
実
し
た
セ
カ

ン
ド
ラ
イ
フ
実
現
に
向

け
、
Ｏ
Ｂ
会
会
員
拡
大
と

活
動
の
充
実
を
図
り
、
積

極
的
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

な
ら
な
い
」
と
考
え
、
新

た
な
時
代
を
切
り
拓
く
労

働
運
動
の
構
築
と
実
践
を

目
指
し
、
積
極
的
に
運
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
栃
木
地
協
の
活

動
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。



　

２
０
１
１
年
11
月
9
日
（
水
）、
働
く
女
性

を
取
り
巻
く
環
境
改
善
な
ど
を
中
心
に
男
女
平

等
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は
「
働
く
男
女
を
守
る
知
っ
て
お
き
た
い
法

律
知
識
お
よ
び
女
性
と
仕
事
に
係
わ
る
相
談
事

例
」
と
題
し
て
、
女
性
労
働
協
会
・
女
性
就
業

支
援
セ
ン
タ
ー
課
長
の
佐
藤
千
里
氏
を
講
師

に
、
法
律
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
か
ら
、
働
く
女

性
が
抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
女
性
の
生
き
方
や
働
き
方

が
多
様
化
す
る
中
で
、働
く
女
性
へ
の
「
育
児
・

介
護
」
と
「
仕
事
」
の
両
立
を
支
援
す
る
法
律

や
、
現
場
で
の
実
態
な
ど
を
再
確
認
で
き
た
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ー
プ
労
働
組
合　
　

伊
東　

晴
美

男女平等セミナー
「働く男女を守る知っておきたい法律知識」

第
23
回
参
議
院
議
員
選
挙
組
織
内
公
認
候
補

石上俊雄
1962年 1月生まれ（50歳）

　2013 年 7 月に予定されている第
23 回参議院議員選挙に「石上俊雄」
氏を電機連合組織内公認候補として
決定し、組織の総力を結集して取り
組みます。

東
芝
グ
ル
ー
プ
連
合
出
身

民
主
党
・
比
例
代
表
で
立
候
補
を
予
定

広
報
部
会
写
真
撮
影
研
修
会

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」

撮
影
モ
ー
ド
を
Ｐ
か
ら
Ｍ
に
変
え
て

　

２
０
１
１
年
11
月
22
日

（
火
）
～
23
日
（
水
）
に

か
け
、
真
岡
チ
ャ
ッ
ト
パ

レ
ス
に
て
広
報
部
の
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
各
組
合

で
発
行
し
て
い
る
機
関
紙

を
持
ち
寄
り
、
発
行
の
時

期
や
枚
数
、
作
成
に
あ
た

り
苦
労
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
工
夫
し
て
い
る
と
こ

ろ
な
ど
を
共
有
し
合
い
ま

し
た
。
他
の
組
合
の
機
関

紙
に
は
参
考
に
な
る
所
が

多
く
、
部
員
か
ら
は
積
極

的
に
質
問
も
飛
び
交
い
、

充
実
し
た
機
関
紙
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
の
第
２
部
で
は
前

回
の
５
月
の
研
修
で
お
こ

な
っ
た
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
に
よ
る
応
用
的
な
撮
影

方
法
を
用
い
て
、
井
頭
公

園
内
で
実
践
し
ま
し
た
。

通
常
は
、
す
べ
て
オ
ー
ト

設
定
で
撮
影
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
テ
キ
ス
ト
を
参

照
し
な
が
ら
、
ホ
ワ
イ
ト

バ
ラ
ン
ス
や
、絞
り
、ャ
ッ

タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
る

こ
と
で
、
表
情
の
違
う
風

景
が
撮
影
で
き
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
広
報
部
員

と
し
て
、
今
後
も
実
践
を

積
み
重
ね
な
が
ら
、
魅
せ

る
写
真
作
り
の
た
め
に
試

行
錯
誤
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

高
岳
労
組　

柴　

政
典


